
平成２８年度事業報告 

 

１．総 務 部  

(1) 会員の倫理観の向上を図る。 

   ＣＰＤポイント、懲戒処分のホームページでの公開及び会員への周知を行った。 

(2) 会則及び諸規則等の整備を行う。 

役員手当並びに旅費・日当規程、事務局職員執務規程の一部改正を行った。 

職務上請求書使用簿の記載方法の統一を行った。 

(3) 相談・苦情等への対応を行う。 

   会員の業務等に関する相談・苦情に対応した。 

(4) 非調査士の調査及び対応を行う。 

   調査士法施行規則第 39 条の 2 の規定に基づき、平成 28 年 11 月 8 日に山口地方

法務局萩支局、下関支局、柳井出張所において、調査士法等の規定に違反する事

実の有無に関する調査(非調査士の調査)を実施した。 

平成 28年 12月 19日に報告書を山口地方法務局に提出した。 

(5) 防災についての対応を検討する。 

平成28年8月31日、岩国市と災害時における支援協力に関する協定を締結した。 

山口会の災害支援協力規程等を検討した。 

 

２．財 務 部 

 (1) 予算執行の合理化を図るとともに予算内容の検討を行う。 

    予算内容を検討し、支出の削減に努めた。 

 (2) 会員の親睦を図る。 

   ランニング同好会、祭り同好会、ソフトボール同好会が活動を行った。 

(3) 未収会費の納入推進を図る。 

    年間を通じて未収会費の納入推進をした。 

 (4) 厚生制度の安定を図る。（連合会が推薦する各種保険等の加入促進） 

    各種保険、国民年金基金の加入推進をした。 

  （保険・年金・共済制度について） 
内容等 平成 29年 3月 31日

実 施 内 容 
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損害賠償 

143名、3法人 

事故件数  0件

責任補償 給付保険金 0円

保  険    

休業補償 
15名 申請件数 

 
0 件

保  険  

団体総合生活 
9名 申請件数  1件

補償保険 

日
調
連 

年 
金 

国民年金 
19名 

新規加入  2名

基  金 喪失者   4名

(5) 会館運営について方針を含め検討する。 

    運営方針を含め、取り組み中である。 



３．業 務 部 

 (1) 本部研修会を開催した。 

   第 1回本部研修会 平成 28年 7月 23日（土） 

①『Legal Garden の機能紹介、利用方法等について』 

      講師 日本加除出版株式会社担当者 

    ②『筆界を特定する資料についての考察』～地積測量図の正しい読み方～ 

      講師 瀬口潤二 顧問 

   第２回本部研修会 平成 28年 10月 15日（土） 

『筆界グループ討論会』 

   進行 業務部 

   第４回本部研修会 平成 29年 1月 28日（土） 

『さまざまな境界についての正しい知識』 

       講師 寳金敏明 弁護士 

(2) 法務局登記部門との協議会 

平成 28年 10月 18日に開催した。 

(3) 支部役員との協議会 

 平成 29年 2月 23日に開催した。 

(4) 他の研修会に参加する。 

   平成 28年 9月 16・17日に中国・九州・四国ブロック協議会合同研修会に参加した。 

(5) 新人研修会を開催した。 

平成 28年 4月 15・16日に山口会の新人研修会を開催した。（受講者９名） 

   平成 28年 11月 11日～13日に中国ブロック新人研修会を開催した。（山口会受講者

８名） 

 

４．社会事業部 

(1) 地図の作成及び整備について協議、研究した。 

  山林地図検討委員会（平成 28 年 7 月 8 日・平成 28 年 11 月 17 日・平成 29 年 3 月

16日）を開催した。 

(2) 筆界等について研修した。（第1・2・4回本部研修にて開催） 

(3) 本部研修会を統括した。(業務部、境界問題相談センター参照) 

(4) 公嘱協会と情報交換・連携を行った。 

 公嘱協会の理事会に参加し情報交換・連携を図った。（平成28年 4月 22日・平成28 

年 6月 20日・平成28年 7月 20日・平成28年 10月 20日・平成28年 12月 16日） 

(5) 街区基準点の包括使用承認契約を関係機関（山口市、萩市）と結んだ。 

  平成 28年 4月 1日 契約 

(6）その他 

・不動産公的管理センター準備委員会（平成28年 8月 1日・平成28年 9月 1日・平 

成 28年 10月 4日・平成28年 11月 2日・平成28年 12月 2日・平成29年 2月 15 

日・平成29年 3月 6日）を開催した。 

 ・本部研修会を開催した。 

第３回本部研修会 平成 28年 12月 6日（火） 

①『不動産公的管理センターの設立に向けて』 

 講師 不動産公的管理センター準備委員 



②『家庭裁判所の仕組み』 

 講師 山口家庭裁判所 藤村裕三訟廷管理官 

   第５回本部研修会 平成 29年 2月 15日（水） 

      『土地家屋調査士制度に期待すること』 

       ～土地家屋調査士が不在者管理人の職務に就く意味～ 

       講師 広島法務局 新田和憲訟務部長 

 

５．広 報 部 

(1) 会報やまぐちを発行した。（年3回 5月、9月、1月） 

(2) ①「4月 1日表示登記の日」無料相談会を県下9会場（岩国市、柳井市、周南市、防

府市、山口市、萩市、長門市、宇部市、下関市）で開催した。（相談27件） 

   ②「9月 1日杭の日」をＰＲし、無料相談会を県下5会場（周南市、防府市、山口市、 

宇部市、下関市）で開催した。（相談19件） 

また、次年度「4月 1日表示登記の日」の相談会について平成29年 2月、県下各 

市町の広報誌に掲載を依頼した。 

③ 平成 28年 7月 31日（日）連合会主催の「全国一斉表示登記無料相談会」を調査 

士会館で開催した。（相談1件） 

④ 平成 28年 10月 2日（日）法務局主催の「全国一斉！法務局休日相談所」が県下 

1会場（山口市）で開設され、相談員を派遣した。（相談2 件） 

⑤ 平成 28年 11月 23日（水・祝）ハトマ－ク空き家無料相談会が県下8会場（岩国 

市、柳井市、周南市、防府市、山口市、萩市、宇部市、下関市）で開催され、相 

談員を派遣した。（調査士会の相談1件） 

(3) 平成 28年 11月 6日（日）士業ネットワーク主催の「一斉共同相談会」に参加した。 

(会場は山口県土地家屋調査士会館、調査士会の相談4件） 

(4) 出前授業を次の３校の教育機関において開催した。 

   平成 28年 10月 20日(木) 岩国工業高等学校 

平成 29年  2月 14日(火） 宇部西高等学校 

平成 29年 2月 16日(木） 下関中央工業高等学校 

(5) ① 土地家屋調査士オリジナルウェア購入助成金を支給し、知名度アップの為の広報 

を展開した。 

② 平成 29年 2月 15日（水）県内進学フェアinやまぐちに広報員を派遣した。 

（会場は維新百年記念公園・スポ－ツ文化センタ－/山口市、来客生徒6組 17名 

に PR活動） 

(6)  その他 

    ① 会報やまぐちの掲載内容の充実への取組み 

    ・新企画コーナーの導入 

   ② 調査士会ホ－ムペ－ジに「会員専用掲示板」を設置 

 

６．境界問題相談センターやまぐち 

(1) 事前相談の積極的活用を図る。 

  個人事務所及びセンター指定会場で事前相談を行った。 

(2) ＡＤＲ法の法務大臣認証取得に向けて活動する。 

  規則等改訂のため認証取得準備会議を4回行った。 



   平成 28年 11月 9日 司法法制部に規則等改訂案を提出した。 

平成 28年 12月 13日 司法法制部にて事前相談。 

   平成 29年 3月 28日 本会で日調連役員による事前相談。 

(3) 筆界特定制度との積極的な連携を図る。 

  法務局と弁護士会との三者合同により法務局本局で行う無料相談会「境界問題相談

所」の設置要綱案を作成し、平成28年 10月 21日から施行。 

 第 1回 平成 28年 12月 14日（水）（相談2件） 

   第 2回 平成 29年 2月 8日（水）（相談1件） 

(4) ＡＤＲ関係他機関との交流、研修活動とＰＲ活動を積極的に行う。 

平成 28年 9月 17日 中九四ブロック合同研修会に出席。 

平成 28年 12月 1,2日 日調連のＡＤＲ担当者会同に出席。 

平成 29年 3月 4日(土)  第６回本部研修会「遺言と任意後見」を開催した。 

講師 宇部公証役場 三宅泰治公証人 

「境界問題相談所」のＰＲ用ポスターとチラシを作成し、山口市はじめ県内各方面

へＰＲを行った。 

(5) センター業務の受理件数 

１．電話、来館者の総数 27件 

２．事前相談 13件（山口1、岩国0、下関1、調査士事務所11件 ） 

３．相談 1件 

４．調停申立 0件 


